
01. 背景 02. 提案

　  ドローン拠点 どんぐり広場

ドローンをコントロールする拠点

×
名古屋全域に点在する土地ストック

名古屋独自の eVTOL ネットワーク

eVTOL とは

名古屋都市部における eVTOL の受容に備え、拠点と

なるドローン施設の設計及び、名古屋に点在する離

着場の提案をする。名古屋の形成に重要な役割を果

たしてきた地域に拠点を配置し、新しい交通網の展

開のきっかけになる建築を目指す。

離着場には名古屋独自の土地ストックであるどんぐ

り広場を活用することで、災害時には名古屋全域で

空からの救助、避難、支援の拠点が確保でき、新し

い輸送サービスに加えて、来るべき災害に備えるこ

とができる。

名古屋独自の eVTOL ネットワーク
eVTOL は自動操縦の技術の進展を背景に、

①電動②無操縦者航空機③垂直離着陸型

が特徴である航空機であり、通称「空飛

ぶクルマ」と呼ばれている。日本では

eVTOL の社会実装に向けて、官民が協議

し、2023 年の導入を目標として制度の整

備を進め、2030 年年代には都市部で

eVTOL を利用した人や物の移動を計画し

ている。「最先端モビリティ都市」を目指

している名古屋では 2030 年代以降、都

市部での eVTOL の導入が予想される。

モノの移動

2025年

試験飛行・実証実験

モノの移動 が始まる

人の移動（地方）が始まる

人の移動（都市）が始まる

（災害時）

現在

人の移動（災害時）

空の移動革命のロードマップ

2030年

国土交通省のロードマップを参考に作成

ハチの巣



名古屋市が子供の遊び場として独自に設置している「どんぐり広場」は名古屋全域に 361 箇所点在している。土地区画整理事業で生じた不整

形地を利用しているため、子供が少ない都市部では遊び場を他の用途に転用することが難しく、未利用地として存在している。

離着場としての活用

未利用地として存在している名古屋都市部のどんぐり広場を eVTOL の離着場として活用する。どんぐり広場には面積が大小

様々なものがあるが、人を乗せた eVTOL が離着できる広場、荷物の宅配のみできる広場の２つに分け、マップに色分けした。

どんぐり広場を離着場とすることで、名古屋における eVTOL 導入の際、離着場の新設を急ぐ必要がなく、また、災害時には

空からの避難、救助、支援の拠点を名古屋全域で確保することができる。

「どんぐり広場」とは

ハチの巣の由来
ドローンはホバリングできることからハチが名前の由来だが、そのハチたちが帰ってくるイエとして拠点施設を” ハチの巣” と名付ける。そ

のハチの巣を名古屋市中区北部にある旧名城工場跡地に選定する。この敷地はもともと地下鉄名城線の整備工場であったため鉄道トンネルが

存在し、周辺には名古屋城、名城公園、官庁街がある。新しい都市モビリティの発展の拠点として、名古屋の形成に重要な役割を果たしたエ

リアが相応しいと考えた。
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03.ハチの巣の範囲マップ
Rnge Map of HACHINOSU

N

人 物 ハチの巣

中電なかよし

二好三区

五女子四
荒江南

五女子

荒江皿

苗田

尾頭橋南部

八島中部

八鳥町西部

尾頭橋

尾頭橋西部

はたしろ 八千代1丁目

尾頭1丁目

金山一丁目
西金山

波三

くらがりのもり

正木1区西部

伊勢山西部

伊勢山1丁目

葉場町7,8丁目 長岡5丁目

ゆのめ

長岡3丁目
向田

平和 長岡町四丁目

わんぱく

下日置町

東橘町1丁目

清涼第2

梅川南部子供会

若草

冨工見

東川端ひまわり

東川端

東川端元田

元田町

千代田第１

千代田第2

一本松

薮田大清木

仲よし

大池町

松ヶ枝

つるまい

まゆみ

村田一丁目

村雲

都

洲原

あおぞら

洲崎

ときわ

大須観音

平池

ひかる

おいせ

神明学区第三

ことぶき菊友

江西町なかよし

江西

なかよし

菊の友子供会

ふたば子供

桜木町3丁目
きくい

西菊井町北部
桜木

浄東

柳町
天神山東部

すみれ

小鳩

ひふみ
江川

あけぼの第二

泥町なかよし

たわら
すきや

樋の口町

なかよし

若竹

7地区1丁目

西二乗一丁目パーク

第七

清水町

ちびっ子

二南

新和

なかよし
しみず 杉の子中央

船附

船二

船二北

杉和自治会 杉和会

東芳野町

北芳野

芳野町なかよし

長塀町6丁目
東芳野1丁目

赤塚北

赤塚町

ちから

長堀町
東二乗第二

東橦木町

花咲

いずみ

舎人町

高岳町

小川町

横代官町
杉ノ町

下堅

東片端

東外堀町

たつみ

東田町3丁目

瓦町

西境

ニコニコ

千早町

四丁目

石場町

伊勢山町

西日置1丁目

広見第一崎

なかよし

明朗

vt

アポロ

芳野1・2・3

どんぐり広場に備える VBOX

物資輸送ができるどんぐり広場に、” VBOX” と名付ける宅配ボックスを配置する。このVBOXは災害時の物資支援の拠点になる他、通常

時は宅配便ロッカーとしても利用でき、空からの配達を促す。

利用する周辺住民や、ドローンからも目印となるよう、縦長に垂直性を出している。

01. 自動飛行
VBOXまで自動飛行によって荷物を運ぶ。

01. 自動飛行
VBOXまで自動飛行によって荷物を運ぶ。

受け取りドア

荷物

03. 着陸
ドローンによって荷物が置かれると、ポートが閉まる。 受け取りドア側へ荷物がスライドし、収納される。

05. 荷物受け取り
好きなタイミングで受け取りドア側から受け取り可能。

04. 収納02. 着陸準備
ドローンが近づくと着陸ポートが自動で開く。



断面　S=1:300

従来の都市モビリティ : 平行移動 新しい都市モビリティ : 垂直移動

既存のトンネル

建物概形
人の動線

名古屋城

愛知学院大学

名城合同事務所

変電所

旧トンネル

名城公園

軸線

モビリティの移動特性に着目した。
トンネルを利用して地下鉄、市バス、車を平行移動で体験した後に、垂直移動でeVTOLを体験するという
動線構成にして、建物の概形を平行移動では細長く、垂直移動では縦長とした。

04.  ダイアグラム

従来の都市モビリティが平行移動に対し、eVTOLは垂直移動が大きな特徴である。



館長室

応接室

倉庫

給湯室

休憩室

風除室

倉庫

整備

展示

　

搬入庫

荷解き室

収蔵庫

事務室
収蔵庫

ロッカールーム

収蔵庫
警備室

更衣室

風除室

風除室

１

①展示室 1階の軸線の壁から名城公園を臨む ②展示室 2階廊下から電車展示を見る
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コントロールセンター

備蓄庫

備蓄庫

コントロールセンター

厨房

屋外デッキ

屋外デッキ

吹抜

③6階カフェから吹き抜け越しにドローンの制御をみる ④6階展望台から名古屋城を臨む

整備

ドローン庫

ドローン庫

4F 5F 6F
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